
1 

 

令和３年度山梨大学教育学部附属中学校 スキルアップ講座資料 

理科の実践 

◆テーマ 

ICT機器を有効活用した授業実践と評価について 

 

◆本校の実践 

本校では，令和２年度から令和３年度の研究主題を『創造性に富んだ，未来を切り拓く生徒の育成〜「主体的な学び」

のプロセスモデル実現を目指して〜』と設定し，研究を推進しています。ここで示される創造性とは，「自ら課題を見出し，

その解決に向かって，これまでに学んだことや新たな知，技術革新を結び付けて，新たな価値を創造するための資質・能

力」だと考えています。このような資質・能力を備えた生徒を育成するために，「主体的な学び」のプロセスモデルを作成

し各教科で実践に取り組んでいます。理科部会では，『主体的な学びを実現する理科授業の構築』を研究主題に設定し

ました。このとき，これまでの研究を踏まえ，「主体的な学び」の具体像として，「実感をともなった理解」を目指すこと，ま

た，とりわけ見通しや振り返りを通じた学習調整に注目し，その手立てや評価の在り方を探究することとしました。その中

で GIGA スクール構想に基づき ICT 機器の導入を一昨年から先進的に導入し，現在は一人一台 iPad の持ち帰りを

行っていて，すべての教科で率先して使用しています。今回はその機器の有効活用と評価の研究にも力を入れてきたの

で実践の紹介をします。 

 

【実践紹介１】 

「ロイロノートを使用した生徒が課題に対して自ら検証方法を立案し，考察・まとめまで見通しを持てる理科授業とその

評価」                                                                   1学年理科 竹野晶弘 

 

光の性質の単元で，単に教科書の内容通りの実験・検証ではなく，光の直進という知識をもとに，光の反射について

教師が反射に関わる道具（等身大の鏡・小さい鏡・水槽・レーザーポインター・作図用紙）を用意し，実験の検証方法の

立案・検証・考察・まとめを行い，確実な知識をもとに光の屈折の実験も屈折に関わる道具（様々なレンズ・水槽・鏡・レ

ーザーポインター・角度を測る用紙・作図用紙）を用意して，実験の検証方法の立案・検証・考察・まとめを行った。【資

料１】 
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資料１ 

 資料をロイロノートで生徒に配布した。初めは不慣れであったが，生徒は問題なく使用している。資料にあるMとはMy 

idea，Gは Group ideaを表す。 

資質・能力の育成においては，特に効果的であったのは思考力・判断力・表現力の育成と学びに向かう力・人間性に

おいて効果があったと感じられる。ただ単にこちらが用意した教科書通りの実験ではなく，枠組みを作った中で生徒が見

通しを持って仮説や実験方法を考え，共有して学習を調整しながら探究しまとめていく過程が見ることや生徒の記述【資

料２】から見ることができた。また単元としての評価【資料３】も有効である。 

 

 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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【実践紹介 2】 

「生徒の実態をもとにした授業作り～Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎのコアサービスである Jamboard を活

用した協働的な活動を取り入れた理科授業とその評価（主体的に学習に取り組む態度）～」 

 

2学年理科 森澤 貴之 

 

生徒の実態把握・課題設定 

中学校 2 年の単元 1_2 章いろいろな化学変化（還元）の学習内容（酸化

鉄とアルミニウムの粉末を加えて加熱をする）に焦点を当てて実践を行った。

事前アンケートの結果より、「還元」に関わる生徒の回答結果の中にはポイント

還元といった科学的な説明が少ないことが今回のアンケートの調査の結果か

ら明らかとなった。そのため、還元の分野に焦点を当て、生徒のもつ素朴概念

を科学的概念そして科学概念へと変容をさせられるような授業を目指すことと

した。具体的には、日常生活に関係する場面（レールの間があいていたら電車

が安全に運行できるだろうか）を導入で取り上げ（図 1）、そこから学習課題を

設定（酸化鉄にアルミニウムの粉末を加えて加熱する実験を見てどんな化学

変化が起こったのか）し、これまでの既習事項をもとに実験計画を立案・遂行し、得られた結果からどのような化学変化

が起こったのか個人・グループで考え、課題の解決に向かわせた。 

本実験は、たたら製鉄の内容とともに教科書で説明されている内容である。しかし、発展的な内容に近いもので必ずし

も実験として行う必要があるものではない。今回の授業でこの題材をあえて選んだ理由としては、①本校生徒の実態、②

「課題設定」の場面を重視し授業を作ることが生徒の主体的な学びを実現する上で重要であるという 2点の理由から

である。①本校の生徒の学びに向かう様子として、難しい課題に挑戦する生徒が多い、授業内容に関わる質問をする生

徒が多く、学ぶことに対する関心が高いことが挙げられる。そして、学ぶことに楽しみ・喜びを感じる生徒が多い。そのよう

な生徒たちが自ら学びに向かっていく題材として従来の酸化銅の還元の実験の内容で課題設定を行った授業よりも酸

化鉄とアルミニウムの粉末を加えて加熱する実験をもとにして課題設定を行う授業の方がより学習効果が高いものとな

ると考えたためである。 

 

本時の指導目標 

・酸化鉄にアルミニウムの粉末を加えて加熱する実験を行い、その変化をこれまでに学習した既習事項（原子や分子の

モデル）を活用して粘り強く考え、説明しようとする。 

 

Ｊａｍｂｏａｒｄを活用した生徒達の協働的な学習の成果物（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 レールの間が空いた写真 
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主体的に学習に取り組む態度の評価について 

当日の ppt資料で詳細は報告を行う。 

 

 

◆参加者の皆さんと意見交換したいこと 

・各校での ICT機器の使用方法や実践事例 

・ICT機器を使用しての評価 

 

  


